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07月ち0日(士)

･分村食　　姦婦別の動鰍･粕顔%･焚承金Td-t:､

/れoo-/ク:oO　施JJIグランド7rLチIL

t,され市民不一Iレ

勧夢姦鵜祉命館

･棄;,h食

/8･100-20:00　4LPJ-けランド111チIレ

07月3I白く日)

･全体集金　　魚名家族の鼻紙･碁諦観･来項ご頗拶

与総顔頑･朝食賓堺紹介T:s t:I

9:30-/2:ラo M･･1ゲランドポチ/L

今b-Lt畑J･]帝でlの財催titす｡

柑ILo)堵さん･ご嘗弟埠で､す･

十勝でi, :'@朗を余了h5)さひがh,, o)免細微,てい手写.

･*朗妹食の餅しい内港や申し込み青森【こ7 Llてl甘/,細の

俄倒紙tt.紳らせしきす｡
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｡｡｡｡協替　み　巷　の　-/Ll協力J-_　つ　い　L｡｡｡｡｡

● ′=_i_二誓三妄完_-:完憲二':芸-;三'f_三三:/;I__苦言__

･-7.t,ゲラL^Thhh断%料金-一一一一一一一一1 -日-i

72･仰　9′000円日ペー>)I(bク<) 1

72仰　け′oOOn ((^･･!,け82く) ::i(莞警^^芸､;監X,
Eく劾1サイえ､､〉 108nmx 144仰　gO,000円　　　　　l

:く1ページ〉 21bnmx l44,仰100,000m　　　　■
_ニー_ _～_ _I_:/二〉∵●-'r_L二l二p-_rJ二′二二'二_______l

雷協触免.佐相.敏露番% ､碑巻線(動ゑt･rL^者サイズt及び

承摘内容%プ連絡乍さい･
★指定文字.マ-ク入り.姥紋､J7ミ即納､写真像の使網な

でtf ､放乍乞姥衡L r=T:ttくhl.別途駿下射(LJl.;-/tt≠f.000-細ehDO)

拭,妙音です.

雷カラー印blhtでさをせん｡

★仰堵r^者のメtn日も顔作葬腐C,新劇こより､外車6月好日t･

させていT-_rござ字句･

★牌衝的上し個人) tこtJ ､7oOr7.ラLい卯も贈暴いたしき可･

･#-}如月ri,を､じ･7さをレLLl ､乍巷aへで鰍Jい

(i r57いQかtE牝》

御岳ぢ碁敵ろ丁臥9-2
(好けt3年脚洩　十月稚邸事務G)

TEL Zうー♭bOZ f･郎　2うー707L
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《《形mn Ej Ⅲ ≡"zlFIZi貫》》淡
..'古んヒzJtや,7号すP Bd7;il召んとかし寺L'ようfr馳tL･,う九んヒカ､ちLlご...

L ･7ゝl Ti;I-SC7一､kl,I.i I Jlrl-Ll''T,7CIJ;A-/lTt T'.L't'L,-jiヽ

機器･用品の展示

各所で実施
ヽじヽし-/;tr-;-.1-/.Cよr7ヽ ヽじヽミ/_ I;ヽ 'l

tDAヮ　帯広保健所魚名交流会

)J/3　上土慨町偉展まつり

JL(27　池田町健農まつり

124　帯広市席巻名の日盆急行鼻

2/77･件池田保呼竹薮長鳥複数を

(諦惰町にて2m)

2/3･21池田像噂所象鹿毒級数を

(池田町にて2回)

各所ての催しの場で.福祉塊嵐

介書隻用品のi7'o介をコttていただく

ヱヒ誅できヨL/r=｡保錬婦さんや

介誰にたす'さわっているカ甘ヒか

らか　たくさんの皐を尊ばIttてい

ただいてい子す｡

言:--I-Ill --=1-::-:'::- _ti-

～3-

輝電着の日､檀例の''′弓､れ3)い

T.^塊･.バグり-ン7'ラグtl=於いて

rZRち日(日)朽rtわれ､十絡東都

tLlい/サイ7 JL,バザーY,嶺和親酪

展示でかutゼていたT:LtさきLrこ
-;RLuの零19tらいr二r=ttLIr=み拘､

古層r+- t:従,3ごようlこJi=Kt,小.お客さ

i,L二t,大を阜んでいた_rごく容がで

さ､ソ骨付も宇さし､ました方々.

5)rJがY,うIvざ､Llれr:.　●

~諺知者食Y,して大仰Lニイ史か也て

いr二rござます.

裾祉棚,7､の省も､日韓生活
l二おいて.よリイ史いやすレ､二福祉耗

藤への軌じが77く､きたJ PCの

嘉島t=1,ご協力して乍さV･ tL,f-"



芥:･lt- ''!′ -).lt′'､ ～ J l'tN'i>-･い!′サて一､ ､LT'tt<!-TS･'5-1-･L-^ltL.-^l

I_1=t至:二王三:i;;-･lfI -. ::=- ;-;

11月2g8. 2q日､葡萄取りj組み

を行,てい5,福祉舟渡相硝合で

すが.今回は一束すLれ汚止に知見の

ある　各潅エ7-マットの展示t)

兼ねて行いまレrl.

●良宅介鴇T_･の相銀の場t_しても

大切lこ甘つていること刀＼ら.ショ

ールームを十分淫,用レて､尊段乱

ることのJTき7'cTい用品を紹介した

り.軌2才箱級かできる冶金を作

7ていくヱヒヒ､この為社横暴営

農による収益0㌧　連ねを吏えら.

音色な財漁ヒすることを知ってい

たT:-:'LTるcrう､気力ヒ体力と誠亀

もつくL/､これかうt)絶LTていき

i:
いL/のと思います｡開催にご協

いTCだいT=. T=(ごんの境破l:

LじJ:り風雪射較L/すす｡　　(あ)

BkI'.㌔-iJlWi7m'h-'i､ -i''%-LJr'rm:i;港-I:t'

買道東支部役員研修会参加茅
hut-_;.Lit;tl.:ij,･･.I-,I:押石地.始,l･.I-,I:lBL.FI怒,.:,:tl);A.Iブ[も.;:-,5:

l月29日､ 30日.棟茶町Llて行

われた違更地戒女帝綬員研楢食に

～4･-

参加L'きしT3.曹iJ少rdlくノ扶まあ'dL

ドライブで免d)乾かや沼へ.卓か

ら練りようとL/r=晴でした.なん

と教羽の鶴が目の前首席び立ち､

しぼレ邑ヒ机て.甘んヒtJレあわ

せ甘気分での研碑合と'dH)舌レk.

胡碑で甘.標茶保母所顔B]婦長

さんJ=J'5. /Li;のリハビリについ

て.ストレス研済ま.白豆かI練法

'd-と､ T=くコんの尭レいみねレの

中から､より住民L=払い.さd)こ

きか訂かかわりの水音かうひDi･え

き　L/T=.

37t.長卑化成直泉L=たす子わ

ってこられT:､弟言及養生邑クリ

ニッ70)行本丸生かう･∂■.把戒の

瓦森過疎に封L/て何が弟えら九を

D､.とう渡卿してい<か＼住民に

とって満足てきる医凍ヒL3. 'dtt:

弊味潔いお鴇レ耶ありました｡

ヤレて.伊廃車葡局長から13.

健保改私と敷島対策の乱直L/.ほか

冶鮎レて行く上でtJ知ってい7:SLT

か31fcJhらrJhい､大切'dhこヒq)盛り

だくつんZ:J耕修内容でした.

しかレ.時間ととtJに忘れるこ

ヒPpく.何度て､t/新鮮に.倦如して

聞LTを特捜あり.友適中です｡

(あ)

草t{r欝F=:.P- ･･Jf+ ;?.､{:､ P中学.:i:;'g



EaZ2缶EiEZE2田EZE2aZ2EB詔田EBEi E2!2EB四四巴田23EB Eg E2 EZEZ四日eZZ2E2匹EZm別2ZZe花722EiE2E花i

家族の目で見た
I-_ :I-I:I:A分たちの住む町の

情報を教えて下さい/
D四四四四E222E2E2ZBeZeZZZZ222EほZe2日田mEaE2四四田四四四E2日E2E2E2四四E2EZZZZZEB EB臼田田四E2

北海嵐難病連では毎年.国や違.市町村への尊望t_橡橋五行

7ています｡ ( fd-ん机んNO.58参照､まTIlヨP.7～g)

患嵐　家裸の現状t=基づいた尊聾を,%り簸く継施す5ことに

よ77.少L/すう問題が解決していっています.

私達の住も十勝は. 20市町村ヒいうえい地域にまたが｢てお

り.患者･象級のひかえる深刻な問題iJ少甘くありまtiん.

そこ1'､今ヨTの尊軌こ加え.むつと一人Z^とL)の現状と要

素をほりおこして.取り上げる/h要のあるi'のは.市町村への

草堂書の中に入れていか,d11ればなり舌ttん.

病気を椅ったことで.また患為の象薮ヒ,dhrlこと7.今ま

で気ブか''dlかつT:=ことが乱えてくるヱヒむありきす.タくの人

l召､残されT=刀を生かL/.工夫L,訂ZTlう.困盤やネ愛､いうLl

う'J-ことを象り越えていますが､とうレてtJ象り滅えられ削1

壁にあたっTlとき､気林ついr:ことを､ちJつと声に忠レてみ

るヱヒbJ払尊7"Ea'dlL1でレJうZTL_全ての間瀬が､いっきL=解

決寸わt)のて､lまあL)舌tiんが､全ての人zF:確みよ( ､白令息の

促も町ぴぃt･すばらL/い町に'C'-わことにつ,C'げたしlt'のです.

trt^･泉為･豪蕨のErて見た.自分息の住む町の膚報や地戒

の現状互教えて下さいy Jうレくお用いレ舌す｡
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珍

◎　9月こ5を.めどL=､者誓書を仕り舌す.

メ切りはありませんのIfL､気zTlついr<時に.し)7711b=L･適′

絡下さい.横間紙で紹介ごtiていT-J-=いたり. IQ4番t_払わ

れるLJのl訂.要望者へ取り入LJtます.

◎盛ってLlることだE7でfdTく.私達の町L:L3　こんな良いシ

ステムがあります.こん甘ことで.とてtJr=すZT"てい舌

す.･という婦報でむ良いです.

◎　Tcとえはr､ 5,も他戒で13. /ビスのスチッ7･の改善にJリ､

昂蜂び衆に甘I T=例E)あり舌す.まT:-L鹸雪対象､通夜て･の

問題.専門医森の問題､ rcTビrdLと.九泉の匡川のいちいち

脊ノ埼専良もお知らti下IiLい｡

◎　L3:7Xき.手紙などて･お知らtt下こし一. I.協力も楓､致L,普

す.度絡見l冒...

帯広市あら鼻か3TE川-2 ｢ふれあい希友.
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1
8
　
身
体
障
害
者
自
助
臭
給
付
制
鹿
を
実

施
し
て
下
さ
い
Q

身
体
阿
世
者
に
自
助
f
t
を
給
付
す
る
こ

の
制
度
は
､
迫
内
で
は
税
在
'
札
幌
市
･

小
柳
市
･
封
見
沢
市
な
ど
､
ま
だ
ご
く
少

数
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

ま
せ
ん
｡
入
浴
用
リ
フ
ト
･
凧
=
山
川
手
す

り
･
ト
イ
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付
ベ
ッ
ド
･
ト
イ
レ
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･

読
T
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3
ス
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ド
･
ぺ
-
ジ
め
く
り
鞘
･
ヘ

ル
プ
ハ
ン
ド
･
洗
t
慰
謝
･
受
描
鞘
ホ
ル
ダ

ー
な
ど
､
爪
腔
の
陥
小
目
満
が
口
珊
生
活
を

送
る
た
め
に
は
必
墾
な
も
の
で
す
.

道
内
の
全
て
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
0

1
9
　
老
人
日
常
生
活
用
兵
給
付
藁
を
爽

施
し
て
下
さ
い
｡

介
誰
を
必
少
と
す
る
捕
齢
苛
の
嫉
北
と

介
助
の
た
め
に
必
少
な
生
所
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H
を
給
付

す
る
こ
の
叫
某
は
'
現
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泊
内
で
は
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札
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郎
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小
相
川
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根
室
輔
な
ど
ご
く
1
郡

の
自
治
体
で
災
施
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま

せ
ん
｡
特
殊
桜
台
･
柄
杓
･
拍
掛
野
マ
ッ
ト

レ
ス
･
H
ア
パ
ッ
ド
廠
掛
け
便
座
･
特
殊

尿
轡
火
災
報
知
琴
自
動
消
火
抑
･
入
浴

●
タ
ン
カ
･
体
位
変
換
棚
な
ど
'
捕
齢
i
F
の
嫉

推
生
活
や
介
推
省
の
拙
助
の
た
め
に
必
如

な
こ
れ
ら
の
輔
棚
の
給
付
即
実
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
｡

2
0
　
老
人
自
助
具
給
付
妾
を
実
施
し
て

下
さ
い
｡

身
体
に
不
自
由
を
来
し
て
い
る
砧
齢
省

の
日
常
生
活
の
た
め
に
必
少
な
淋
城
を
給

付
す
る
こ
の
叫
巽
は
､
現
在
氾
内
で
は
､

札
幌
市
･
小
柵
市
･
江
別
市
な
ど
で
火
施

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
o
説
･
T
B
ス
タ

ン
ド
･
ペ
ー
ジ
め
く
り
耕
･
ヘ
ル
プ
ハ
ン

ド
･
ト
イ
レ
付
ベ
ッ
ド
･
ト
イ
レ
チ
ェ
ア
･

ト
イ
レ
用
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ボ
ー
ド
･
ト

イ
レ
用
手
す
り
･
バ
ッ
ク
レ
ス
ト
･
風
呂

用
手
す
り
･
入
浴
用
リ
フ
ト
･
簡
如
和
式

ギ
ャ
ッ
ジ
ベ
ッ
ド
･
座
敷
用
坤
イ
ス
･
洗

髪
料
な
ど
が
給
付
さ
れ
る
よ
う
､
当
部
兼

の
父
旭
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
｡

2
1
　
陣
等
年
金
(
基
礎
年
金
)
の
蟹
丁
金

考
姦
済
す
る
と
共
に
支
給
停
止
後
三
年

失
格
制
度
の
廃
止
を
国
に
強
く
宰
相
し
て

下

さ

い

｡

　

　

　

　

　

(

説

明

朝

略

)

●

2
2
　
三
放
以
下
の
障
害
を
持
つ
幼
児
の
療

兼
の
喝
を
拡
げ
て
下
さ
い
｡

(
脱
明
朝
略
)

2
3
　
王
座
心
身
障
害
児
や
t
徒
育
児
の

為
雅
教
育
後
後
期
中
等
教
育
の
拡
大
と
内

容
の
充
実
を
図
り
､
障
害
児
､
病
弱
児
の

学
校
季
級
)
適
訳
の
自
由
の
保
陣
と
､

必
要
か
つ
適
切
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
充
分
な
配
慮
を
行
い
'
ま
た
体
育
を
は

じ
め
と
す
る
は
紫
参
加
､
押
価
(
肝
定
)

に
つ
い
て
'
子
供
の
能
力
と
発
達
を
保
障

す
る
立
場
か
ら
充
分
な
配
席
と
輩
は
助

を
行
っ
て
下
さ
い
.
　
　
(
説
明
祁
琳
)

2
4
　
す
べ
て
の
学
校
に
昇
降
楯
股
を
股
許

し
て
下
さ
い
Q
　
　
　
　
(
説
明
竹
略
)

2
5
　
市
町
村
営
住
宅
の
障
害
者
の
入
室

準
を
縄
和
し
､
改
よ
尋
を
行
っ
て
下
さ
い
｡

(
説
明
朝
略
)

2
6
　
難
病
零
養
育
者
､
高
齢
者

の
た
め
の
介
助
の
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

ケ
ア
付
菱
在
宅
を
建
牧
し
て
下
さ
い
｡

(
説
明
省
略
)

2
7
　
全
て
の
公
共
紐
毒
物
に
昇
降
施
投
と

秤
-
署
用
ト
イ
レ
を
投
肝
し
て
下
さ
い
｡

2
8
　
霜
柱
疾
患
や
難
病
零
身
体

障
害
者
等
の
有
用
の
促
進
に
萌
力
し
て
下

さ

い

｡

　

　

　

　

　

(

脱

明

省

略

一

2
9
　
自
治
体
軸
貰
採
用
拭
験
に
窪
害

者
の
点
字
受
験
を
眠
め
､
公
務
員
へ
の
適

を
開
い
て
下
さ
い
｡
ま
た
､
内
部
陣
容
考

に
つ
い
て
も
他
の
障
害
者
と
同
様
の
採
用

を
し
て
下
さ
い
o
　
　
　
(
説
明
邪
蛸
)

3
0
　
難
病
に
よ
る
休
職
期
間
の
延
長
を
行

い
､
ま
た
､
企
柴
に
対
し
て
働
き
か
け
て

下

さ

い

.

　

　

　

　

　

(

脱

明

解

f

)

3
1
　
パ
ス
の
乗
降
ス
テ
ッ
プ
の
改
巷
や
､

パ
ス
･
喝
輩
停
留
所
の
完
全
除
雪
1
R

等
､
公
共
交
通
機
関
が
身
体
障
害
者
の
乗

降
'
利
用
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
､
関
係
各

機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
下
さ
い
｡

(
説
明
省
略
)



全
道
二
百
十
一
市
町
村
(
的
鯛
は
)
長
へ
の
要
望
書

要
望
の
主
旨

(
胡
略
)

1
　
現
北
蓋
病
セ
ン
タ
I
に
隣
接
す

る
寓
4
集
西
1
0
丁
目
に
､
難
病
零
身

体
障
害
者
､
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で

き
る
ケ
ア
付
兼
A
産
毛
を
含
め
た
難
病
セ

ン
タ
ー
別
館
建
股
溝
助
へ
の
こ
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
｡
　
　
　
(
説
明
朝
略
)

2
　
財
団
法
人
北
海
連
病
連
の
運
営
と

止
謡
等
の
事
♯
に
大
幅
な
助
成
を
行
っ
て

下

さ

い

｡

　

　

　

　

　

(

説

明

省

略

)

3
　
通
院
交
通
燕
助
成
藁
の
乗
施
及
び

拡
大
を
し
て
下
さ
い
｡
　
(
説
明
祈
略
)

4
　
見
舞
金
･
碍
祉
手
当
等
の
実
施
及
び

拡
大
を
し
て
下
さ
い
｡
　
(
説
明
省
略
)

5
　
入
院
や
在
宅
患
者
の
付
薬
の
助
成

を
行
っ
て
下
さ
い
｡
　
(
説
明
省
略
)

6
　
囲
民
業
保
険
料
(
秩
)
､
国
民
年
金

料
(
税
)
を
引
き
下
げ
､
難
病
_
著
や
低

所
得
者
の
経
済
d
担
を
軽
減
し
て
下
さ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

(

税

明

竹

輪

)

7
　
国
立
病
院
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
､

各
病
院
の
役
割
と
現
在
の
_
著
た
ち
の
実

働
を
充
分
に
書
‡
L
t
よ
り
機
能
を
充
実

さ
せ
､
_
著
及
び
葦
住
民
の
要
望
に
沿

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
､
国
や
関
係
者
に
要

望
し
て
下
さ
い
｡
　
　
(
祝
明
省
略
)

8
　
市
町
村
立
ま
た
は
国
保
病
院
や
国

立
･
逆
立
病
院
に
地
蛾
の
関
連
機
関
と
拭

体
及
び
息
者
代
表
が
参
加
す
る
病
院
∬
琶

協
璽
R
を
限
正
し
て
下
さ
い
｡(

鋭
明
省
略
)

9
　
市
町
村
立
病
院
ま
た
は
国
保
病
院
に

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
荘
し
､

独
立
し
た
医
療
相
扱
垂
を
牧
け
て
下
さ

い
｡
ま
た
､
国
立
･
並
立
病
院
に
も
配
肝

す
る
よ
う
辛
立
し
て
下
さ
い
｡(

説
明
省
略
)

●

1
0
　
市
町
村
立
病
院
ま
た
は
国
保
病
院
で

は
､
必
ず
理
違
法
士
､
袋
療
法
士
を

配
荘
し
下
さ
い
.
ま
た
､
医
師
､
姦
婦
､

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
婦
と

の
連
携
に
よ
る
在
宅
蝶
兼
支
規
チ
ー
ム
を

つ
く
り
､
在
宅
息
巻
が
凍
た
ぎ
り
に
さ
せ

ら
れ
な
い
よ
う
旺
間
活
i
i
を
行
っ
て
下
さ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

(

説

明

省

略

)

1
 
1
　
在
宅
王
症
由
著
に
付
添
考
佳
人
､
ま

た
は
医
療
ヘ
ル
パ
ー
を
派
止
し
て
下
さ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

(

脱

明

省

略

)

1
2
　
医
頻
法
改
(
正
)
に
よ
る
町
村
立
(
国

煤
)
病
院
の
老
人
病
院
相
克
に
つ
い
て
､
基

準
を
は
和
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
下

さ

い

｡

　

　

　

　

　

(

脱

明

朝

略

)

1
3
　
健
康
保
険
法
改
訂
で
入
院
給
食
井
が

健
康
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
強
く
国
及
び
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て

下

さ

い

.

　

　

　

　

(

脱

明

朝

竪

●

1
4
　
難
病
患
者
､
身
体
陳
害
者
の
緊
息
通

#
シ
ス
テ
ム
を
爽
施
し
て
下
さ
い
｡

(
説
明
省
略
)

1
5
　
碍
祉
八
法
改
正
に
よ
っ
て
､
伊
州
施

策
の
市
町
村
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
､
ま

た
､
群
棲
的
な
辞
州
施
策
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
､
福
祉
関
連
予
井
を
充
分
に
増
補
し

て
下
さ
い
ざ
ら
に
'
各
市
町
村
の
捕
祉
担

当
窓
口
を
充
実
さ
せ
､
書
門
の
肋
芋
を
採

用
し
配
す
し
て
下
さ
い
.
(
脱
明
省
略
)

1
6
　
産
書
巻
手
械
の
制
度
と
そ
の
意

我
を
医
師
に
周
知
徹
底
し
､
対
象
と
な
る

全
て
の
住
民
が
等
し
く
こ
の
制
度
義

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
｡

(
説
明
省
略
)

1
7
　
難
病
患
者
･
汝
族
の
生
活
保
は
受
給

者
に
対
す
る
車
査
'
柏
叫
を
改
め
､
分
か

り
や
す
く
か
つ
'
和
神
的
圧
迫
を
受
け
る

こ
と
が
な
い
よ
う
改
善
し
て
下
さ
い
｡

(
脱
明
朝
略
)



『二人の医師』

私が泉気になって会っT=2人の

医師にフし1て書いてみます｡

A医師は.昭知52年からの私の

主治医､帯広の為政の勤務医Ir'あ

5.優レい出し元旦L/､聞いr=尋

仇外は話そうとしない｡長い間付

き合っているので.医師のその日

d)凍線まで.竣拶の応対でわかう

ようにな.'てしまrrl.夫婦のよ

うな問って言うのかな?(7lt,努

艦医師…)

B医師は.肝炎友の会に入会し

てから知り合っT=札幌の医師であ

る｡話し方が元気よく.行勧めで

あるし.聞ひ''dhい尋舌てハリキL)

言う｡衡爽すう争tJあっrlが.臥

師に合うと聴別元気が瓜5.

2人の医師とも.鹿果的にl富治

泉鼓13同じてあう｡

A医師に通暁中如才A医師に藷

して､月干党友の金の赦免を受け.

B医師に出合う｡治療法も同じで

あるが. 2人の医師の人生観､義

玩(J舶薮亀)に対す5薦え力み
にているし､とてtJ元気ブけちれ

た｡

～9-

l/｣藤雅J･J券(肝炎友の会)

昭如52年発病当時はとにかく気

冶さtI召くてはと∴環紬こなって

いた如こ. A医師は｢J@J性綿は

大与に病気と付き合うこと.けし

て自暴自棄にな,てJ3いけない.｣

格子なス,T=-ツも.地戒の通勤鼻
/i:感も貧めようと思っていrl私に

B医師は｢自分の人生‥…それで

本当にし=｣かよく男えてみ昔〇い

o｣

義気に'dlってしきっT:1番I言止む

を樽ない｡ 2人の素東レLl医師に

Bl合えT=し､ Bl合いのきフかけに

なっT=肝発友の会も.友の会の全

員逢fJ素噴しい｡

A医師畑姓新聞に捜鵜した?

車の一壱D.
『人間Ia二つや三つの轟がある

のび当たり前宮のてあ5｡全く鑑

鹿宮人'j:と●あり得TdTい｡病もこと

_によって.どれほど腎く7'dtれ5ひ

その人の刀量次第である.過

未熟t)のの丸には少し耳が痛い

吉葉であるび.､､廟ましのメッ亡-

ヅT:-:と聞き碩張ううと思う.



障害の壁ない仲間作りを
.i. ■t･-.L.;:I ･一--:',.憑..':L草:::{::->･ ∴ ･::I I.†･. lI_::1-1

田中カヽおる(協力会員)
軍､苧

紹血47年1月1日]に.この世に

命をいただいて生まれて壬ました

Q私は予期せぬ状姐､仮死ヒ言う

形て■両親の動=現れてしまいまし

た｡初めての31供TL,J･.でtJ命

亀与えてくれ生き絹を願って

くれr=南姐のおかげで.峠も湛え

る皐か.出来ました｡

月日が流れ､ 2歳になフてむ､

伝え歩きしかて"うず.歩が義腕へ

且を選び専門の涙腺に行7て.辛

の軌私の病名が分かったjeうで

す｡脳催小児麻轟､舌だ軌1私を

j包え.蓋い軌ま､ヒ舌と｢たに速′

いありま亡ん｡

乍警碧雲遠雷霊慧雷雲:豊富
は良くなり.あ婦でん気取りをし

ていた如､la.少レす-フ成長するこ

とがてきまレた｡

歩く皐の出来ない私lま. L)ハ⊂■

りて.歩く皐､白金で出来5皐の

魯びを感じる皐が出来きしrl｡

やがて､ノJ､尊頼む普嵐のノJ､尊寂

に入尊しきL,rl｡ユ～の泉でLa.尋

の大きなカがありました｡先生嵐

を説得レ､納絡頂いて入善の斡可

をf)らし),J＼尊液L=入れr1号うTlす

｡ a)ううん島尊卑の頑13.段クと

男音別マに並.3:ようlこ''Jrり､イゾ

メLJ何度かありきレT=｡けれど､

丸に13イUメが付きものて-.差Lま

と気にしてい'cllかったし施し､召す

･血にむ友鼠が息果たのが牽いて､

した.

象Lこla.丸の苦手訂水泳を覚え

5たd)に.ヤングt=シターへ友達/

ヒ透か･Lこ行った尋がありました｡

一つのノJ､さい冒険ヒTcl-りました.

中尊への入善の崩も､専FElの免

生が丸を尋ねてきました.虹の尊

刀.助歳鮭甘とを見ていた壱己鹿

がありますが､無争Lこ普亀の中尊

に入きしきした｡仲良しだ,r=友

鬼LJ転液L'てL/すい舌L/た｡

回リd)文のalは.勢子の目があ

り.ましてや尊に入っT=ら見各期

て'､私の回りかうまフて行7r=皐

が能胤二残ってい舌す.

永､む及GnJ期ヒひて-､何をしても

丘白く甘いEl?がありきしたが､

てb見てい5人La邑てい5のです｡

～10-



嫌甘鼻が'ありまレr=が.良い

毘い缶E)ありまレた｡

さあ.島放生です｡私が.伸U･

伸びと暮らしr=3年間です｡

嬉展で入り.文言高t.いえば､

当晴の大谷高等尊兼です｡そこで

寛ノ牡の日t/気にせず､ねびネ束の

孝五発揮しr=時代です.すぐ友嵐

tJBl果.今LJ飲みに行フたり､ス

キー.水泳.鈍行へ布7T=L)して

います.

でも.う年にな,T=う､回リLa

温尊､就痕が殿マと決まって行き

ヨしたが:. kJ3.韓客与帳を及う

んて･あれば就職があるが｢与懐は

催いTlく甘い!!｣ヒ免生に. Tiん

かを切ってしまいまレT:｡.
小手恨.放されて人生左右されr=

く甘い.1ヒ言う気持ちがありまレ

r=.そこて､す.,計り俸啓為と竜

う皐を忘れてし青い､丸J才社会の

壁に当り舌レT=.

手帳も使わないで,既成を見つけ

る皐が息来すに.尊殺刀､らt/牽11

たい所があっても艦足されす七.

直りの人が次マと決まって行くの

邑ただ見ていたT-:Lナで､庫L/くつ

て温いr=皐もありまLJrl｡

あ5日､夕刊の新聞に掛りの埠

客名別線枚が載っていました｡

その新蘭を見､一目で永､ほぞこ

に『行く』と思い孟レr=｡

一般的の或験がありまLJたび.

合格し私､は軽印刷という戸恒三入り

ました.

写展植尊(文豪え太.太巻L=置

き政えう阜)をIB一聞きU.､その

:書芸謂墓崇･1禁,今霊?
気を椅7ている人がい5皐を知り

ました｡

初d)はやはし).唾を互埼7てい

るのだから､甘んと甘く痛いイメ

-ツがありまLr=が.すごく明る

くー　皆いつt/舎監を囲らtiたt/の

で寸.

そこで1年間尊ん7ilおかl71で.

厳場t,決まり.印刷会社に決まり

吉L/r=. [卑半て■_　人間開銀で≠●

a)てしまいましたが､次の会社に

すぐ決まりました.

今毘えば.春日が短刀､く了ット

いう闇に1見ろJつとたってしま

いました｡

このまま､時間に流されて良い

のかな～ヒ恩7ていう所で.この

難病速のドアを叩く皐に訂り孟レ

rl.

～1 1､



(2月5日L=l(iT-J=参加レまし

氏.てt/.自分で何にかや5うと

いう.同じ韓客を培った方が･少rdt

いように見えましr=.

tJつと穿くの人,oil.自虐を培っ

てくれれば良いのにと足っていま

す｡私b､ ′噛みがある暗13.友速

に相談するとか.夜飲みに行くと

tt
して､ストレスを解消与るよう

しています.衆しい阜t)あるん

です.

街Lニ出るとー　やJヨり札幌に比べ

ると･出歩く人が少なし)のです｡

向こうにいると､盲人.阜碕音.

泉轟の人マが.健尊名の彼氏.彼

音速t.デートしているのです｡

牽?としてい5んて■す｡ Tt/､

番えてlaやはりヅロリとした視線

か'ありますが､太人も気lこttil'､

f気lこしていrlらやつてられない
ですから.

タトへ出ると.気椅ちも変わり良

いものです｡

ま7:i'克熱な払ですが.藍でんの

葛えてい5皐を聞いて､交免の鳩

も沃山寺てr=うと敵いきれ　そレ

て東レくjB,3'す皐が息象れLf大変

嬉L/く敵いますb

何も_　東行LJていまttんが･艶

高速十滴支部の岳でんのカ互分け

てt/らい.出来5ならノJ､ごTdtサ-

フルを作リT=いと見って去り音す

.皆さんt_　文逢え5日を尭しみ

に希っておりまIg｡

っT=カはJ'Bt:でんとうL/

レJ　うね?  J5とんと

LT'leTいんです‥.〟

って果て-.各に俺L)T=

同じ療宰乙晴.,

さんいるはず.千
いう壁Iaなくし

うシテづ　701方

カ.阜碕古のカ に

町に虹かITT=.).交流_でき5よう

になって　　e)っ　と老い人が缶食え

る遍が5)机13-いいTJt虫.‥と｡

め.J日の訓練枚や.札憤

との.鴨兄い年齢と.破
方?とのか刀､わりか
かで､これかうi/カモ吐.

青亀'd体験と,dいて
i)忌　した.

時間がカ､かもこと
が.難高速の地裁油

I-の 仲

だと把;日

勤の中で
でき　5かぎり協カブttていTtだIT

Ttちと兄いヨ寸.患い刀L　^'7-

を生か､せる伸輔作り　に.伺p･良い

鳩報甘と●あれば.ぜひお知らtt下

さ　い.

(手薄局　泉尾)

～12-
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砂絵釦勺触南村旅o)紫御感立i屠雀

する易多･鼻針こLt協力しLf:たllさ

㊨

f健地区夢倣組食協齢戒

自諸事上す鰻町織象組合　線

で健月砺易　戒　亀の手並碑

雅田輝威打線　藤尾南港錦
上i:髄解題　凍　東鯛寮梯

帝方^･*-;宵仰角悌齢　線

帝rA商鮮魚推挙俊　雄

帝r.^脳神経夕例瀦舷梯

十a軌男素直凍協会　錦

帝rJ.摩生瀬虎雄　倉掛崩林
j:横町手打アサービス也ンタ一　棟

北薙並立呼ヶ止痛蕨　自治虜　錬

士域町囲穴底糾柵癖廃線
j:嬢印材芳臓書鮭人か一Ll播

乾呼　集　錦　　藤田賭す　路

赫硝子　承　　箇釦杉　林

償解硬を　梯/＼千代身金線

一一一ち持引目鼻でL二日r-J-rLtTl命1肴

3協刀にノじJリ席珊較レ舌す｡

@.J勧すいtrこr-Jさをレ1t --T-A-

直　　島　　播　ヲ0,000-

嘘嵐まつり金塊L=7_　/,000-

柿木　一三　　線　/.000-

@募金嫡紘乱こIt協力いf=F-Iいて

LLL由大里マイV'卜　錦　　63占一

両血大変マー恥ト/丁目慈承　pb.Z-

薙e;-招魂蕗　　　終　S,よ∫3･

荒伽､諾,I:67;ft
･,せ田町r7イン姉　梯　ゲ.7.27･

ダイイチ由綺藤　林　3,a/3-
Y7イン7aJdtTQr7イ　　棟　d,3PJ-

仰ヒピーIL園帝G.^　梯　3.?秤

日栄禾　　　　確　.),755-

毛ミの木　　　　綿　　卯0-

--FJ合計cZ?, ′タ8円-一一-一｣-

㊥､/サイ7ル′くす1′用品d)-J

せいT-_r･Iさをレた　一一｡--0-く夢

細野舞子確　守穿ハルミ　終

葡兜あレl碑　や痛3fち}　林

檎か帝材碑,sokAひ抄)&雄

帝rL^者店　路　傍訳燭チ線

面相　　林　右耳トミ　格

P御足東　牌

- 3),J Pぐt,ラ-,I.111日をL f: -ム･･････rF.

～13-



｢~~~----""/"~1---…豪雪…

:oio･･dパ　ス1ル　画
I /0月298-lLn29日手で､ギャラ･l-LO幻軌:fjLlて鯛がyLl.

いいrこ畑齢さわのパステル助約束象ろ人と拝免させ-Lい:
I Tこr･Iぎましfこ｡                    I

I-一二三Iff-;ft-: -J{ I- I-'言圭:,,;:LIE: --==: -:-I:I, -I

一　緒乱し[=綾､フーヒ-官僚71抑う･,-放暑くのにY.i,も身;

:臥-る車･組の紅断孝･雛のンじでくよくよLt i

'二二三=L=-i:i-:I--;:I:-,-I-_I-I;_- -__

J___________________________.___

■lBq'" /b･f人つシザー

:･).
]平成ら3-ち剛9日(求)

●!飼項　♭rlワこ00

:天人洛　l,000n

l ,卜や高空各　700円

:帝紳輔ヒホ一,L

l　　　小小一.レ

駒　場　pplb:ろ0

ト0,ごめんない1号!

--~~-~7-Tl

｡ぴ5)の　塊　口　夜　来

(シ,一マン弓耕'内縁)

｡殊　　博｢邦文　各

('Jく夢解り考･免献L/)

｡二軟　曲　山　内　舵　手

(囲イ和犬虜･解の梓橋猪)

｡Ut,す　大　谷ト　Ll　オ

( 5)Tf f-- Q･,亀レ瑚)

･*朝食で解･l組きれるY,ニろl⊂lL舞上食cb-都も

:｡_　　遁軌,g金C'fこd)L=盈ネしきす/卿甲′少V'(､VJl-tC'7ルナq O　　　　　　･/･Z

:I,'･-材ットー:qulLSイ--伺い餌† Jレ1,>･Q･ ,
-14-



帯広而酉5条南13丁目19-2

TEL (0155) 23-6602

FAX (0155) 23-7071

rオーフン時問

An10:00-印5:00
くE]累日は力作あです｡)

咽遮■
41■IIヽ 'ト　　t■■'<1.･ト

t康すれ斬止A f■81芋

tg[巧Zl　　　●リハビリ用品

●つえ舌t　　●ポータブルトイレ

t入港用阜　　●柵■T*FFl品

●モの也もt

7)杜～Flの利用も可tTT.

ttJttl■lt　　●■■■

+lltfLT17

(A人f加■■▲fの*) Jl1-をろit

I B　　　　　の　　　　　●

■t T･JL tl tJLJL t　と　暮JLの●

仝EI芯■力丘よの*:比〉一il　土■

含ElJ}ZF Aよの*丑】+4文　■

*JILtA■の子供tJ}8書丑)暮iit■

全EI=舟78位児(*) t可も*此カiX土f

仝En,I-キンソン■a:の*北淡ii★+

且iL朋JJl丘の羊At可8eititiX文書

EL t　■ 1 -　ミ　-　■　●　れII I L

日*てんかん1* (汝の*)牝斗it文書

日事IJ '}マナ女の*北i+4*書

北斗iL14は大JA*.ク仁一ン■2EO)女

北　斗　iL　斤　*　よ　の　*

B　ジ　ス　I El　フ　ィ　ー　t　*

:比ifit A A収h f化I主よの台

北　　)暮　　ii　　　小　　　AI a

A l　4 I JL　■　■　●　I A tlL I

北itit TIl　小Jl　まlt tよの*

北　斗iX I I d:児　t J?　■　*

屯　■ ill I ll tI V　化　■　■　■　●

Q J J I ll　　の　　●

北　A it　*　本　●l Bt　の　*

北斗斗パ　ー　ジ　ヤ　-+よの　*

北StiLへモフイlJア(▲JE■)よの*

1ヒ)暮叫べ-チ　ェ　アト　■よの曲

集Jh児M■丘から子供書中も■北北斗土JE

もやもや■の暮fと事Jkの*屯■■プE) 7タ

HSK　なんれんとかち　NO.13

臥/財臥北海道難病連十勝支部Ii]美生男　昭糾8年1月13日第三綿鮒嗣

駆摘5綿13丁目19-2 rふれ朴等広JI　　　　1994年4月10日新HSK通巻265早(毎月l国10日発行)

℡0155-23-6602　FAX 23-7071　　新人　　北細身鯛害者鮒定馴行舶会　軌‖久美千

月-金i10時-17時､土･日･祝日は休み　　　　　　　　　札航中央区北9細19丁目55
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